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観
光
客
の
入
り
込

み
状
態
を
ふ
ま
え
、

こ
の
夏
の
観
光
を
ど
の
よ

う
に
評
価
す
る
か
？

７
、
８
月
の
入
り
込

み
は
、
新
島
が
対
前

年
比
で
1
0
7
.
6
％
、

式
根
島
は
同
9
8
.
4
％

だ
っ
た
。
８
月
に
連
続
し

て
台
風
が
発
生
し
、
船
の

欠
航
が
大
き
く
影
響
し

た
。
式
根
島
は
８
月
に
は

1
2
0
％
に
達
す
る
予
約

状
況
と
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
は
観
光
客
の
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
た
様
々
な
形

決算特別委員会

今
夏
の
観
光
の
成
果

は
？ 山

本 

均 
議
員

運
動
会
の
練
習
や
生
徒
会
の
役
員
選
挙
準
備
で
賑

わ
う
新
島
中
学
校
の
放
課
後
、
そ
れ
と
対
照
的
に
静

か
に
生
徒
と
教
員
が
集
う
図
書
室
。

昨
年
よ
り
特
別
支
援
教
育
分
野
の
教
員
が
中
心
と

な
り
、
授
業
以
外
で
の
学
習
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
『
新
島
未
来
塾
』
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
普
段
は
一
日
２
組
限
定
の
予
約
制
個
人
指
導

で
あ
る
が
、
中
間
テ
ス
ト
前
の
５
日
間
は
自
由
参
加

形
式
で
図
書
室
や
各
教
室
で
開
講
さ
れ
て
い
る
。

教
員
手
作
り
の
学
年
・
科
目
ご
と
３
種
類
以
上
の

プ
リ
ン
ト
が
長
机
３
台
の
上
に
ぎ
っ
し
り
と
並
べ
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
生
徒
自
ら
作
成
し
て
い
た

プ
リ
ン
ト
も
混
じ
っ
て
い
た
。
こ
の
日
は
20
名
近
い

図
書
室
の
利
用
者
が
あ
っ
た
が
、
特
別
支
援
教
育
分

野
だ
け
で
な
く
校
長
先
生
を
は
じ
め
各
先
生
方
が
そ

こ
か
し
こ
の
教
室
で
指
導
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

表 

紙 

は 

語 

る　

一　般　質　問
議員は「住民に代わって」村の行政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針、

 計画あるいは疑問点などについて所信や疑問をただすことができます。

B堤から式根島行のにしきに乗り込む観光客等。
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職
１
名
と
な
り
合
計
で
就

業
７
名
、
退
職
７
名
、
休

職
５
名
が
現
状
で
あ
る
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
一
時

休
止
し
た
の
は
ス
タ
ッ
フ

不
足
に
よ
り
事
業
全
般
の

安
全
運
営
が
難
し
い
と
判

断
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
と

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
最

優
先
し
た
。

　

今
後
の
見
通
し
は
、
ス

タ
ッ
フ
の
確
保
等
を
図
り

出
来
る
だ
け
早
い
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
再
開
を
目
指

し
、
平
成
29
年
度
初
め
を

予
定
し
て
い
る
。

旧
新
島
中
学
校
校
舎
の
現

状
と
今
後旧新

島
中
学
校
の

校
舎
の
現
状
は
ど

平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
９
月
１
日
ま
で

の
就
業
者
の
変
動
は
、
介

護
職
は
就
業
３
名
、
退
職

３
名
、
休
職
４
名
、
看
護

職
は
就
業
１
名
、
退
職
１

名
、
調
理
職
は
就
業
１
名
、

退
職
２
名
、
休
職
１
名
、

洗
濯
・
清
掃
職
は
就
業
２

名
、
リ
ハ
ビ
リ
等
職
は
退

態
の
島
宿
の
提
供
を
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。

特
養
ホ
ー
ム
の
現
状
と
課

題

特
養
ホ
ー
ム
の
現

状
と
現
在
の
業
務

運
営
は
い
つ
ま
で
続
い
て

い
く
の
か
？

う
な
っ
て
い
る
の
か
？

基
本
的
に
閉
鎖
（
体

育
館
は
今
ま
で
と
同

様
）
と
し
て
お
り
、
施
錠

し
て
人
が
立
ち
入
ら
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

暫
時
休
憩—

—

議
会

の
審
議
中
、
議
長
か
ら

こ
の
言
葉
が
よ
く
発
せ

ら
れ
る
。
文
字
ど
お
り

し
ば
ら
く
の
間
休
憩
す

る
、
そ
の
意
味
で
使
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
往
々
に
し
て

議
員
の
求
め
に
応
じ
て

の
場
合
が
あ
る
。
も
し

か
し
て
こ
の
方
が
多
い

か
も
し
れ
な
い
。
議
会

中
の
発
言
は
す
べ
て
録

音
さ
れ
、
会
議
録
に
残

る
。
こ
の
た
め
記
録
に

と
ど
め
る
こ
と
を
は
ば

か
ら
れ
る
よ
う
な
時
に

利
用
さ
れ
る
。

と
い
う
こ
と
は
案

外
、
重
要
か
つ
真
実
を

含
ん
で
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
オ
フ
レ
コ
で
の

や
り
と
り
で
言
い
分
に

決
着
を
つ
け
、
再
開
の

場
面
で
シ
レ
ッ
と
紳
士

的
な
応
答
で
幕
切
れ
。

だ
か
ら
議
会
の
真
の

姿
を
知
る
に
は
傍
聴
す

る
に
限
る
、
こ
ん
な
こ

と
が
言
え
そ
う
だ
。

議会にいきかう言葉議会にいきかう言葉

今
後
の
活
用
方
法

の
現
時
点
で
の
方

針
は
？今

後
、
役
場
庁
舎
、

診
療
所
、
保
育
園

な
ど
現
地
建
替
え
が
困
難廃校となった旧新島中学校の全景。
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婚
活
事
業
は
過
去
４

回
の
実
施
で
毎
回
15

名
前
後
の
男
性
参
加
者
が
あ

り
、
毎
回
２
組
程
度
が
婚
姻

に
い
た
る
見
込
み
に
な
っ
て

い
る
。
婚
活
は
配
偶
者
に

新
島
村
の
人
口
減
少
抑
制

策
と
現
状
に
つ
い
て

現
在
の
年
間
あ
た
り

の
減
少
数
、
目
標
と

し
て
抑
え
る
べ
き
年
間
の
減

少
人
数
、
戦
略
的
に
年
間
何

人
の
人
口
増
加
を
目
指
さ
な

く
て
は
な
ら
な
い
か
？

年
間
平
均
の
人
口
減

少
数
は
3
1
.
7
人

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

自
然
減
が
2
0
.
6
人
、
社

会
減
が
1
1
.
1
人
と
な
っ

て
い
る
。
社
人
研
の
推
計
に

よ
る
将
来
予
測
と
新
島
村
の

目
標
値
の
差
で
あ
る
年
間
５

人
以
上
増
の
要
因
を
作
る
必

要
が
あ
る
。

新
島
村
が
浮
く
か
沈

む
か
の
瀬
戸
際
で
あ

り
、
年
間
５
人
と
い
う
数
字

は
顔
が
見
え
る
関
係
か
つ
、

一
産
業
分
野
で
一
組
で
も
、

創
業
や
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー

ン
を
引
き
込
め
ば
達
成
で
き

る
数
字
で
あ
る
。
戦
略
と
目

標
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。

年
間
ノ
ル
マ
の
よ
う

に
と
ら
え
る
必
要
は

な
い
と
思
う
。
日
本
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
も
変

わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
特

に
観
光
業
な
ど
の
産
業
振
興

に
よ
り
『
稼
げ
る
環
境
』
が

で
き
れ
ば
自
然
と
人
口
は
増

え
て
い
く
と
思
う
。

婚
活
事
業
へ
の
評
価
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て

よ
る
社
会
増
と
出
生
に
よ
る

自
然
増
を
促
す
効
果
が
見
込

め
、
年
１
回
の
婚
活
事
業
で

年
間
６
人
の
人
口
増
加
が
期

待
で
き
る
。

　
婚
活
事
業
へ
の
評
価
と
、

木
村 

諭
史 

議
員

な
公
共
施
設
の
用
地
と
し

て
、ま
た
住
宅
用
地
と
し
て

の
活
用
が
考
え
ら
れ
、
来

年
度
中
に
は
大
ま
か
な
利

活
用
計
画
を
作
り
た
い
。

避
難
訓
練
の
あ
り
方
は
？

10
月
の
防
災
訓
練

は
ど
の
よ
う
な
訓

練
を
行
う
の
か
？

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
に
よ
る
津
波
災
害

を
想
定
し
、
夜
間
訓
練
を

行
う
予
定
で
い
る
。
訓
練
の

目
的
は
夜
間
の
避
難
路
の
確

認
、
避
難
場
所
へ
の
安
全
な

避
難
、
避
難
場
所
で
の
個
々

の
人
員
確
認
等
で
あ
る
。

　
今
後
は
関
係
者
の
意
見
を

取
り
入
れ
、
よ
り
実
践
的
な

訓
練
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。
防
災
訓
練
の
回
数
や
各

自
治
会
単
位
で
の
訓
練
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
防
災
の
専
門
知
識
を

も
っ
た
職
員
の
確
保
な
ど
を

検
討
し
、
訓
練
等
は
予
告
な

し
時
間
指
定
な
し
で
の
発
災

訓
練
、
実
際
の
被
災
経
験

者
・
有
識
者
等
の
講
演
会
、

有
識
者
に
よ
る
訓
練
の
実
証

や
分
析
を
行
い
た
い
。

婚活イベント。大望のカップル誕生の瞬間。
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と
思
っ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ー
フ
ィ

ン
招
致
に
つ
い
て

サ
ー
フ
ィ
ン
を
招
致

す
る
に
あ
た
り
、
今

の
と
こ
ろ
各
候
補
地
が
プ
レ

ゼ
ン
を
す
る
場
が
な
い
の
は

お
か
し
い
、
不
透
明
だ
と
私

は
思
っ
て
い
る
。
こ
の
事
に

つ
い
て
村
長
は
ど
う
対
処
、

対
応
し
て
い
く
の
か
？

私
も
フ
ェ
ア
で
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

最
終
決
定
さ
れ
る
ま
で
は
、

招
致
に
向
け
て
活
動
を
続

け
、
プ
レ
ゼ
ン
の
機
会
を
与

え
て
も
ら
え
る
よ
う
に
訴
え

課
題
と
な
る
予
算
対
策
・
参

加
者
の
主
体
性
の
確
保
・
今

後
の
事
業
内
容
と
頻
度
・
新

し
い
参
加
者
層
へ
の
対
応
な

ど
の
期
待
を
問
う
。

成
果
に
対
し
て
は
実

績
か
ら
見
て
も
評
価

す
べ
き
事
業
で
あ
り
、
私

の
任
期
が
続
く
限
り
継
続
し

た
い
。
費
用
対
効
果
の
高
い

事
業
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
実
施

主
体
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
い
た
方
々
と
も
よ
く
協
議

し
、
無
理
な
く
継
続
で
き
る

形
に
し
て
い
き
た
い
。
村
職

員
を
交
え
た
形
の
実
行
委
員

会
形
式
や
、
主
管
課
を
決
め

た
事
業
実
施
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

人
口
一
人
増
加
の
た
め
に

か
け
る
べ
き
費
用
に
つ
い

て

企
画
財
政
課
に
よ

り
、
普
通
交
付
税
は

人
口
１
名
増
加
あ
た
り
23
万

円
増
額
と
な
る
こ
と
を
示
さ

れ
た
。
対
象
者
で
金
額
が
異

な
る
こ
と
や
、
社
会
福
祉
な

ど
の
支
出
も
加
味
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
婚
姻
に
よ
り

20
・
30
代
の
人
口
が
増
加
す

れ
ば
、
村
財
政
と
し
て
は
年

間
お
よ
そ
10
万
円
の
プ
ラ
ス

に
な
る
と
思
わ
れ
、
20
年
居

住
す
る
1
名
の
移
住
者
の
増

加
に
2
0
0
万
円
か
け
て
も

長
期
的
に
回
収
で
き
る
と
思

わ
れ
る
。
今
後
の
た
め
に
も

大
ま
か
な
指
標
を
問
う
。

人
口
減
少
抑
制
策
は

必
須
で
あ
り
、
様
々

な
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
大
ま
か
な
基
準
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
行
う
事
業
に

よ
っ
て
も
金
額
が
変
わ
る
の

で
、
具
体
的
な
金
額
を
出
す

こ
と
は
こ
の
場
で
は
避
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
何

を
す
べ
き
か
を
第
一
に
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

前
田 

卓
秀 

議
員

て
い
く
。
そ
し
て
島
内
外
か

ら
多
く
署
名
を
い
た
だ
い
た

の
で
、
こ
れ
を
携
え
て
少
し

で
も
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

て
も
ら
え
る
よ
う
画
策
し
て

い
く
。
活
動
は
招
致
委
員
会

中
心
に
な
る
が
、
い
ろ
い
ろ

な
状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
予
算
も
措
置
し
、
政
治

的
な
活
動
も
含
め
招
致
に
向

け
努
力
し
て
い
く
。

  

羽伏浦海岸。チューブをくぐるサーファーの妙技。
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兵庫県篠
さ さ

山
や ま

市
し

と丹
た ん

波
ば

市
し

の視察（下）
「人を呼び込むまちづくり」

　　　　　　　　　　　   議員　木　村　諭　史

・都会から地方へＩターン

２泊３日の兵庫県議員視察において、前号の篠山市に続き丹波市

編を報告する。丹波市訪問の目的は、移住支援策の調査と I（アイ）ター

ンを促進する人や活動の視察である。Ｉターンとは都会から地方へ

の移住のことであるが、都会にない自然・人のつながりなどの価値

を求めて、積極的に地方での人生を選ぶ人たちも増えている。

・丹波は広かった！ 23 区並みの広さに 250 の集落

篠山市から隣の丹波市は、奥多摩にも似た渓流沿いをバスで一時

間ほど進むとようやく次の中心市街地が姿を現すほど広大であった。

それも当然で、丹波市

は 493km2 と東京 23 区の

およそ 8 割に匹敵にする

面積に 7 万人を切る人口

を有している。丹波市に

集落は 250 あるといわれ、

集落の独自性が高く自治

を大事にすることから、

集落ごとに人をつなぎ止

める機能を有している。

・“Ｉターンさん”集落の中のよそ者像

丹波市の中心市街地には市外からの転勤者も多いものの、周辺集

落では今まで『よそもの』が入ってきたことが少ないため、『あなた

がＩターンさんか！』と珍しいものになっている。また集落内の共

同作業に徹底して参加するなど『村入り』しないと溶け込めないそ

うだ。

・充実した移住施策を学んだ議会訪問

丹波市へ向かうバスの車窓から。
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丹波市議会への表敬訪問の際には、17 項目にわたる空き家対策や

移住受け入れ政策など充実した政策に圧倒された。一例として、『今

のまま住み続ける発生予防対策』ではリフォーム助成でおよそ 3000

万円の予算、『有効に活用する利活用対策』では住居・起業・地域活

性化支援など目標別に合わせて 1000 万円を超える空き家等回収補

助金、『危険家屋対策』でも 2000 万円を超える予算を確保している。

また、丹波市では議員各自が地方創生を本気で考え、会派ごとに予

算根拠も含めた提言を行っていた（これに刺激を受け、新島村議会

でも議員間で連携して政策立案しようという合意がなされた）。

・シェアハウスの現場を視察しました！

丹波市の移住支援策の

一つである、Ｉターン専

用シェアハウス『みんな

の家』を見学した。

シェアハウスとは、複

数の入居者で住宅を共有

（シェア）するものである。

一軒家を一人で借りるよ

り家賃は安く、部屋は各

個人で施錠できるが台所やトイレは共有する場合が多い。入居者同

士で食事や悩み相談が共有できるため、移住相談から地域への定着

まで柔軟に支援できる。

・人が人を呼ぶ、Ｉターン促進のしくみが見えた！

代表の井口元氏は、2012 年 11 月に後述する横田氏の選挙応援を

通じて移住し、2013 年 1 月にはシェアハウス『みんなの家』を始動

させ、9 月には法人化させるほど機敏に活動している。『株式会社み

んなの家』は 2015 年度は丹波市からワンストップ相談窓口業務の

委託を受け、2016 年度も継続している。訪問時点では 11 人のＩター

ン者を受け入れ、歴代 8 軒のシェアハウスが立ち上がっていた。

『みんなの家』は、入居のルールが特にないかわり、窓口になる人

の個性や、物件・地域性にあわせて新しい居住者を紹介していく方

法をとっている。あるシェアハウスから独立した人が新しいシェア

ハウスを開く『のれん分け』も広がっている。入居者の特徴として、

20 〜 30 代の若者が多いこと、不要物を引き取って使うなど、でき

みんなの家にて。左側の代表者・井口氏の説明。
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るだけお金を使わないこと、お金を支払う / 貰うという関係だけで

終わらない人付き合いを作ること、仕事の半分くらいを自ら作って

兼業している人が多いこと、などがあげられる。

・人が集まるしかけづくり。その裏側を見た！ 

夜も 20 時を過ぎ、議員

有志と議会事務局職員でた

んば黎明館にて行われた

Birthday（バースデイ） と

いうイベントを視察した。

丹波市をもりあげたい！

という思いとアイデアと行

動力が寄り集まって、『新

しい活動が生まれた日＝

バースデイ』になってほし

いという願いで、地域住民が自発的に数か月おきに開催している。

その中心になったのが丹波市議会議員の横田親（いたる）氏である。

横田氏は大手企業を退職後、丹波にＩターンし、なんとインター

ネットと人脈をフル活用して出馬決意から 10 日後に市議会議員当

選、という稀有な経歴を持っている。この日のイベントは、3 人の

提案者が 5 分発表し、参加者が輪になってアイデアを磨き上げ、最

後に賛同者を集めて解散する、という内容であったが、40 人ほどの

参加者の中には、遠く北海道から参加した熱意ある若者も居た。

・場所だけではない、活動や人への視察から得たもの　

今回の兵庫県篠山市・丹波市視察では、両市とも時間オーバーの

充実した議会訪問から、現地視察⇒実際の活動への視察⇒人への視

察・交流へと、徐々に細かくフォーカスを合わせていった。施設や

街並みはいつでも訪問できるが、活動の現場や人にはいつでも会え

るわけではない。Ｉターン増加と政策的に言うことは可能であるが、

先駆者の人生をかけた実例から読み取れるように、圧倒的な熱意を

持った個人の存在、人の縁、飛び込む人・受け入れる人の個性に合

わせた助言、空き家の流通支援など、人を軸にした柔軟な対応がな

されてこその移住施策の実行であることが、議員一同、深く理解で

きた。今回の視察を通じて事務局と議員で共有できたことを、血が

通った政策提案に役立てていきたい。

会場となった兵庫県有形文化財のたんば黎明館。
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議長の目ランド
アイ

人が生活していくために必要なものと言えば先ず、空気や水、食物、住む
所、電気と、一瞬で生命に係わるものから、時間が過ぎると徐々に影響の出
てくるものがある。その一つに通信がある。郵便、電信、電話、パソコン等は
人と人との意思の疎通を図る便利な道具だと思う。特にパソコンの普及や
活用は目覚ましく、会社や個人が島外と情報のやり取りをするのに使用し
ているのだが、使いたいときに使えない、知りたいときに知る事ができない
という状態が何年も続いている。

そこで、伝達容量が大きく処理能力の早い光ファイバーケーブルで本土
と繋げば、今困っている事がほぼ解消できることになる。ここに現在の光
ファイバーケーブル敷設工事の計画と進捗状況を報告します。

　４ヶ年の工事計画
　　　第一期　平成２８年度　御蔵島・神津島（工事は着工しています）
　　　第二期　平成２９年度　式根島・新島
　　　第三期　平成３０年度　利島
　　　第四期　平成３１年度　青ヶ島

となっているが、結果が出るまでは何が起きおるかわからない。豊洲市
場の例もあるので完全に完成するまでは今後も村と共同して国と東京都に
陳情要望していきます。

公共施設再見
第２回　新島村養殖場施設（下）

７月上旬、議員は養殖場を訪れ、現場を管理する宮川昇士氏（平成13年か

ら現職）から直接、話を伺った。

まず現状をざっと概観するとＡ池のイケス６基にはそれぞれ採卵用の親真

鯛50〜60尾、天然真鯛24尾、平成26年度仕込んだ真鯛2,800尾（来年度出

荷予定）が入っていて、2基が空いている。現在コンテナハウス内で育成して

いる稚魚が一定の大きさに成長したら、空いているイケスに移す手はずとな

る（11月現在、イケスには5,000尾の幼魚が移されている）。

平成24年度、25年度の２ヵ年、真鯛の種苗生産が村の方針でストップした

ことで、現在の養殖魚の生産に大きく響いている、と残念そうに話していた。
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どうも村側に養殖場の運営に一貫した明確な方針がないような、そんな疑念

を生じさせるエピソードに聞こえる。

Ｂ池の３基のうち、２基には昨年仕込んだシマアジが1,500尾、真アジ

2,000尾が入っていて、真アジは400～500ｇの大きさにして築地に出荷する

予定とのこと（真アジは11月中に出荷し、シマアジは来年度になる）。

氏のこれまでの経験から真鯛の養殖が島の自然環境のサイクルに一番適

しているそうだ。このため今後は真鯛の品質をそろえ、毎年2,000尾を目途に

安定的に供給できる体制にもっていきたい、そう語っていた。

しかしこれで600万円の売上げを見込んでいるということだから、経営状

況にはまだまだ厳しいものがある。今年度の養殖場の運営費は1,500万円

で、このうち人件費とエサ代で全体の８割を占める。赤字解消にはほど遠い。

ただ夏の不漁期に民宿の利用がありアテにされていて、その点で存在感をみ

せている。ということは養殖場の役割としては別のアプローチも必要かもし

れない。

さて、もうひとつ

氏が熱心に取り組ん

でいる真鯛の採卵

からふ化、稚魚の育

成、この作業の模様

を紹介したい。これ

まで稚魚を購入して

育成していたが、こ

れをやめて手ずから

採卵から始めるとい

うもの（稚魚の購入

には不確実性やリス

クが伴っていた）。以下は真鯛に恋した男の“養殖愛”の物語。

宮川氏の前の１トン水槽（2枚目の写真を参照）には約1.5センチの真鯛の

稚魚、８千尾ほどが飼育されていて、１月半かけて３センチまでに成長させ、

外のイケスに移すという（当初1万粒の卵からふ化し共食いや死滅で６千～

６５百個に淘汰される）。この間、背後にある水槽ではエサとなるプランクト

ンを培養し網ですくって一定の大きさにそろえ水洗いして与え、その模様を実

演して見せてくれた。手前右側のガラスの円筒の容器（画面右端にわずかに

写っている）には真鯛稚魚のエサとなる動物性プランクトンを培養していて、

いずれの水槽・容器には新鮮な空気を送り込むポンプが忙しく作動してアワ

真鯛の稚魚を飼育しているコンテナハウス。
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立っていた。

ここの設備（コ

ンテナハウスを含

めて）は氏がほと

んど無 償で譲り

受けたものばかり

で、購入したのは

水道の配管ぐらい

とか。とにかく技

術も設備も無の状

態から手探りで始

め、専門家に教え

を乞い、器具をも

らい受け、どうにか採卵から稚魚を育て成魚とするまでの一貫養殖にやっと

手応えを感じてきたという。

養殖場の日課は、朝８時に出勤すると池の海水の状態をチェックする。水

温・塩分濃度・溶存酸素を測定し、イケスの点検をして弱っている魚は外へ出

し、死魚は処分する。続いて事務所に入り東京の常連の店などに注文品の発

送手続き、他の注文品を整理し、午後から配達となる。

イケスの管理は９時半からＢ池のシマアジ、真アジにエサをやり、Ａ池の鯛

は午後から。これは魚種によって食べ頃の時間帯が異なることによる。エサ

は経済性・効率性からドライペレットを使っている。魚の肉質はクセがなく自

然魚と遜色ないとのこと。このような作業のあい間にも常にコンテナ小屋の

真鯛の稚魚の成育状況、エサのプランクトンに目を光らせ、パソコンにデータ

を入力し、ともかく相手が生き物なので気が抜けないとため息混じりに話し

ていた。最後に販売台帳、日々給餌表、水質管理表などの日報をつけてとり

あえずの一日が終わる。

こうして見ていくと大変な仕事の割には、あまり報われていないな、という

印象を持つ。叶うことならこの養殖事業が花開くことを祈りたいが、どんなも

のか。やはり村が積極的に動いて、少なくとも現在の生殺しとも言える中途半

端な使い方はやめて、新たなアプローチや価値観を付与して養殖場の将来

像を明確にすべきではないのか。

それにしても現場で頑張っている宮川氏の熱き想い、ほとばしるエネル

ギーに圧倒されっぱなしの今日の取材ではあった。

ハウス内の宮川氏の作業の様子。
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６月１７日

２１日

２２日

２３日

２８日

２９日

７月１１日

２０日

２１日

２６日

９月　７日

１３日

２０日

新島観光協会通常総会に出席

東京都に港湾関係要望書を提出

防衛省北関東防衛局幹部が来島

シルバー人材センター総会に出席

議員公務災害補償組合臨時会に出席

竹芝桟橋おがさわら丸竣工記念式典に出席

平成２８年第１回臨時議会

防衛省技術研究本部航空装備研究所上田新島支所長による平成

２８年度の発射試験概要説明

離島議長会総会及び研修会に出席

東京都町村議会議長会臨時

総会及び東京都議長・町村

長合同会議に出席

議会運営委員会

平成２８年第３回定例会

光通信網設置大臣要望等

● ● 議 長 の 四 季 報 ● ●
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